
討 論
前
副
町
長
の
不
祥
事

　

村
形 

昌
一　
議
員

年
会
等
現
在
自
粛
し

て
い
る
が
、
逃
げ
隠

れ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

町
長　
個
人
的
な
飲
食
は
別

に
し
て
町
が
関
係
す
る
も
の

は
１２
月
い
っ
ぱ
い
控
え
る
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。
説
明
責

任
は
事
件
の
全
容
が
判
明
し

た
段
階
で
果
た
し
た
い
。

町
営
ア
パ
ー
ト

　

大
山 

二
郎　
議
員

申
町
、
栄
町
ア
パ

ー
ト
が
古
く
な
り

利
用
で
き
な
い
部
屋
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
修
繕
費
が
か
か
り
す

ぎ
て
部
屋
の
閉
鎖
も
あ
り
う

る
。
空
き
家
の
利
用
等
も
あ

わ
せ
て
、
寄
付
し
て
い
た
だ

い
た
土
地
の
活
用
な
ど
、
計

画
が
で
き
次
第
進
め
て
い
き

た
い
。

補正予算・条例等

定例会定例会定例会第
４
回

第
４
回

第
４
回12/10～12/1312/10～12/1312/10～12/13

台
風
19
号

　
岡
﨑 

英
和　
議
員

月
１３
日
台
風
１９
号

の
避
難
所
の
開
設

に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

連
絡
に
不
備
が
み
ら
れ
た
。

町
長　
災
害
時
や
緊
急
時
の

対
応
は
緊
張
感
を
持
っ
て
対

応
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

　

大
山 

二
郎　
議
員

端
地
区
は
町
で
最
初

に
水
が
上
が
る
と
こ

ろ
。
常
設
ポ
ン
プ
の
設
置
を

金
川
と
共
に
重
要
事
業
に
入

れ
る
べ
き
。

町
長　
可
動
式
ポ
ン
プ
を
増

や
す
な
ど
、
様
々
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
は

　

全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
、

非
常
勤
特
別
職
の
拡
大
運
用

や
日
々
雇
用
職
員
が
増
加
傾

向
に
あ
る
た
め
、
地
方
公
務

員
法
に
基
づ
き
、
適
正
な
運

用
を
確
保
す
る
た
め
施
行
さ

れ
る
新
し
い
制
度
で
す
。

　

給
与
は
こ
れ
ま
で
の
日
額

支
給
か
ら
月
額
報
酬
と
な
り

各
種
手
当
の
他
、
期
末
手
当

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

有
給
休
暇
も
拡
大
し
、
夏

期
休
暇
や
結
婚
休
暇
等
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　
小
玉　
勇　
議
員

月
か
ら
始
ま
る
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」

制
度
の
主
眼
は
何
か
。

町
長　
働
く
人
の
権
利
を
確

保
す
る
も
の
。

　

こ
れ
ま
で
合
併
せ
ず
に
自

立
計
画
を
立
て
、
町
の
財
政

危
機
を
乗
り
切
っ
た
の
は
人

件
費
の
節
約
に
つ
き
る
。
し

か
し
こ
の
制
度
が
始
ま
れ
ば
、

町
の
財
政
負
担
は
大
き
く
な

る
。

　

二
藤
部 

冬
馬　
議
員

例
の
目
的
は
正
規
と

非
正
規
職
員
の
待
遇

の
差
を
な
く
す
こ
と
と
思
う

が
、
将
来
的
に
は
フ
ル
タ
イ

ム
任
用
も
あ
る
の
か
。

町
長　
町
の
財
政
は
こ
れ
か

ら
も
苦
し
い
の
で
、
可
能
な

部
分
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り
働

い
て
も
ら
い
た
い
。　

　
遠
藤 

宏
司　
議
員

働
条
件
の
切
り
下
げ

で
は
な
い
か
。

町
長　
「
任
用
職
員
」
の
形

に
な
る
の
で
切
り
下
が
る
こ

と
は
な
い
。

　

岡
﨑 

英
和　
議
員

働
規
定
に
基
づ
い
た

雇
用
と
い
う
こ
と
か
。

町
長　
現
在
は
町
長
と
本
人

の
雇
用
契
約
。
４
月
か
ら
は

「
任
用
」
の
形
に
な
り
地
方

公
務
員
の
枠
に
入
っ
て
く
る
。

　

地
方
公
務
員
制
度
の
大

転
換
、公
務
労
働
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
大
き
く
変

質
さ
せ
る
危
機
を
感
じ
る
。

労
働
条
件
は
、正
規
職
員

と
の
格
差
を
残
し
た
ま
ま

義
務
や
規
律
、処
罰
だ
け

正
規
職
員
並
み
と
い
う
矛

盾
し
た
状
況
に
な
る
。
職

員
が
会
計
年
度
任
用
職

員
に
置
き
換
え
ら
れ
た
ら

町
民
に
は
百
害
あ
っ
て
一
利

な
し
と
な
る
。
よ
っ
て
こ
の

議
案
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　

地
方
自
治
法
及
び
地
方

公
務
員
法
の
一
部
改
正
と

い
う
、
上
位
法
の
改
正
に

伴
う
事
務
的
な
移
行
と
し

て
総
務
省
か
ら
指
示
が
来

て
い
る
。
内
容
を
見
て
も

職
員
が
会
計
年
度
任
用
職

員
に
転
化
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
臨
時

職
員
が
給
与
、
福
利
厚
生

上
も
今
ま
で
よ
り
処
遇
改

善
に
な
る
。
よ
っ
て
こ
の

議
案
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

10川

4

労 条

 

一 

般 

会 

計
　

　
　【
全
員
賛
成
】

会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す
る
条
例
の
設
定

【
賛
成
多
数
】

突然おこる自然災害に　備えよ！

　

村
形 

昌
一　
議
員

防
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情

報
発
信
が
無
か
っ
た
。

町
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
有

効
的
と
思
う
の
で
、
危
機
管

理
と
関
連
し
な
が
ら
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

大
山 

二
郎　
議
員

在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
現
況
に
合

っ
て
い
な
い
。

町
長　
町
の
防
災
計
画
の
見

直
し
を
令
和
２
年
度
に
、

「
千
年
に
一
度
」
の
大
災
害

に
つ
い
て
の
防
災
マ
ッ
プ
作

り
を
令
和
３
年
度
に
し
て
い

く
。 現 水

庚

忘

緊
急
時
の
情
報
発
信
は
的
確
に
！

◆請 願 者　みちのく村山農業協同組合 
　　　　　　代表理事組合長　 折　原　敬　一
◆紹介議員　齋　藤　公　一
◆請願要旨　�農政の指針となる「食料・農業・農村基本計画」の見直しに向け、食料安

全保障に資する基本政策を確立する観点から、生産面及び消費面からの対
策を明記し、その実現に向けた具体的取り組みを進めるための請願

毎年上がる内水（今宿地内 10/13）

業務に必要な会計年度任用職員

労

　議案の採決の前に、反対、賛成の意見をその理由を明確
にして表明することで、態度を決めかねている人を自分の
意見に同調させることです。

討論とは？賛成
岡﨑 英和　議員

反対
遠藤 宏司　議員

次期食料・農業・農村基本計画に関する請願
国
に
対
し
て

　
意
見
書
提
出

全員賛成

採
択
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